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会議要旨 

【開催概要】 

会 議 名 称 平成30年度 第2回富田林市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 平成 31年 2月 5日（火）15：00～17：30 

開 催 場 所 市消防本部 4階 視聴覚室 

出 席 委 員 

（名簿順表記） 

・井上美智子委員（会長）・開沼委員・恒川委員・中尾委員（副会長） 

・福田委員・松浦委員・北浦委員・西山委員・杉分委員・藤岡委員 

・岡本委員・岡野委員・吉岡委員・北谷委員・北代委員・田中委員 

（計 16名） 

欠 席 委 員 ・井上一世委員・松田委員 

事 務 局 

こども未来室：寺元室長(子育て福祉部付部長)、大岡課長、辻野課長、 

阪口参事、谷田課長代理、小島課長代理、廣谷、佐藤 

教育指導室 ：山口主幹 

会 議 次 第 

１. 開会 

２. 案件 

・第 2期富田林市子ども・子育て支援事業計画の策定に係る利用

希望把握調査（ニーズ調査）案について 

３． その他 

４． 閉会 

公 開 ／ 非 公 開 公開 

傍 聴 者 ０人 

そ の 他 なし 
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【議事要旨】 
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１．開会 

・井上会長挨拶 

・会議成立要件の確認（委員 18名中、過半数を超える 16名が出席のため 

成立） 

 

２．案件 

・第 2期富田林市子ども・子育て支援事業計画の策定に係る利用希望把握調査

（ニーズ調査）案について 

●資料 1「子育て支援に関するニーズ調査案（就学前児童用）」、資料 2「子育て

支援に関するニーズ調査案（小学生児童用）」の説明 

（説明省略） 

◇事務局および㈱ぎょうせいから説明のあった内容について、委員の皆さんの

質問や意見をうかがう。 

◇〔就学前・小学生 問 8-1〕「つどいの広場」「地域子育て支援センター」の

注釈について、保護者には分かりにくいので、具体的な施設名を記載しては

どうか。 

◇〔就学前・小学生 問 12〕就労していない母親、父親の就労希望の選択肢「子

育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」について、就労の予定が

ない理由は、働く自信がない、家族に反対されているなど、他にもさまざま

な理由が考えられるので、選択肢を工夫してはどうか。 

◇〔就学前 問 13-4〕平日、定期的に利用している施設やサービスの利用頻度

の回答欄「1 週当たり（  ）日」について、保育所や幼稚園で実施してい

る園庭開放など、月に 1～2回の利用の場合の記載方法は。 

◇〔就学前 問 27〕春休み・夏休み・冬休みなどの長期休業中の学童クラブの

利用希望について、長期休業中のみの利用希望を聞く設問を追加してほし

い。 

◇〔小学生 問 16〕就学前と同様に、長期休業中のみの学童クラブの利用希望

を聞く設問を追加してほしい。 

◇〔就学前 問 29 および問 30・小学生 問 17 および問 18〕ひとり親家庭へ

の支援や施策に関する設問について、これは全員が回答するのか。ひとり親

家庭でないと、記載されているような支援や施策をそもそも知らないので、

回答しにくいのではないか。 

◇〔就学前 問 34・小学生 問 22〕子育ての環境や支援に関するご意見の自

由記述について、何に困っているのかも記入できるようにすれば、答えやす

いのではないか。 

◇それぞれのサービスを利用していない理由を聞く設問が何点かあるが、可能

な限り、選択肢に「サービスを知らなかった」を追加してほしい。 
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事務局 
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●委員の皆様のご意見をできるだけ反映し、修正していきたい。なお、 

・〔就学前 問 13-4〕平日、定期的に利用している施設やサービスの利用頻度

については、統計上、週 1回以上の利用状況を把握する必要があるため、誤

解がないように注釈や選択肢などの文言を整理する。 

・〔就学前 問 29および問 30・小学生 問 17および問 18〕ひとり親家庭への

支援や施策に関する設問の回答者については、改めて事務局で検討する。 

◇子どもの生活実態、いわゆる子どもの貧困に関する調査項目は設けないの

か。 

●本市では、平成 28 年度に大阪府立大学と合同で「子どもの生活に関する実

態調査」をすでに実施していることから、今回のニーズ調査に加える予定は

ない。 

◇ニーズ調査案について、今後の進め方など、事務局から説明をお願いする。 

●まず、ニーズ調査の回答期限については、3月 20日としたい。 

調査票については、本日のご意見をもとに事務局で修正させていただき、で

きるだけ早い時期に皆様方に送付する。その後、会議を開催して再度ご審議

いただくのではなく、修正等があれば事務局に連絡をしてもらう形を取りた

い。 

◇調査票の修正などについて、事務局から提案のあった方法で良いか。 

（意見なし） 

◇それでは、事務局よろしくお願いする。 

 

３．その他 

●平成 29 年度放課後子ども教室実施状況、富田林市民限定発達障がい児等療

育支援事業の開始、富田林市子どもの育成支援に関する今後の取組み、子ど

も食堂実施状況、幼児教育の無償化、家庭的保育・特定保育施設（認可保育

所）の整備状況および誘致予定、市立幼稚園・保育所のあり方基本方針パブ

リックコメントの状況などについての情報提供 

 （説明省略） 

◇事務局から情報提供のあった内容について、委員の皆さんの質問や意見をう

かがう。 

（意見なし） 

 

◇本日の案件については、以上とする。 

 

●次回の会議では、ニーズ調査の結果を報告させていただく。集計に一定の時

間を要するため、5月下旬に開催したい。 

 

以上 

 


